
災
害
時
危
機
管
理
政
策
の
基
本
情
報
に
関
す
る

1

1

1

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
避
難
し
父
通
需
要
特
性
を
中
心
に
1

1

i

本
研
究
は
、
災
待
尚
、
危
機
管
抑
制
の
政
策
に
必
要
と
す
る
広
一
本
的
減

(
E
g
g
m
8
2
5申
告
え
宮
寄
三
に
資
す
る
た
め
、
一
平
成
じ
年
一

バ
…
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
渓
災
を
対
象
と
し
、
災
市
一
日
時
の

避
難
交
通
需
要
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
前
裂
に
影
響

す
る
婆
閃
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
そ
の
結
来
、

未
明
に
発
生
し
た
発
災
市
i
H
の
避
難
交
通
は
、
一
二
つ
の
ピ

l
ク
時
間
指

を
形
成
す
る
パ
タ
ー
ン
で
、
平
常
時
の
都
市
郊
の
パ
タ
ー
ン
と
類
似
し

て
お
り
、
被
評
判
悦
皮
の
増
加
と
と
も
に
、
避
難
交
通
は
一
定
水
準
ま
で

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
先
別
分
街
交
通
は
、
避
難
先
ま
で
の
距
離

が
交
通
抵
抗
と
な
っ
て
、
距
離
が
速
く
な
る
ほ
ど
減
っ
て
お
り
、
公
共

性
の
高
い
避
難
先
ほ
ど
モ
ピ
リ
テ
ィ
の
低
い
徒
歩
と
い
う
避
難
交
通
手

段
が
多
く
を
市
め
る
。
避
難
交
通
街
裂
に
影
響
を
及
ぼ
す
渡
凶
は
、
叫
肌

mw特
性
と
被
害
特
性
で
、
家
族
数
の
少
な
い
悦
荷
、
乳
幼
児
の
な
い
肝

荷
、
被
害
校
皮
が
高
い
地
域
の
貯
一
帝
ほ
ど
、
避
難
交
通
を
発
生
し
や
す

い
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

災
中
常
時
危
機
管
現
政
策
の
基
本
情
報
に
関
す
る

AXd山
内

小

(

伴

)

.
、
ま
え
が
き

一
一
、
分
析
デ
!
タ
の
概
要

考
察

崖

一
二
、
避
難
交
通
の
交
通
需
要
特
性

託
、
ま
と
め

問
、
避
難
交
通
需
要
の
要
国
分
析

宰

必A
乃ミ二

今じ
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一

.
0
0

、

ま
え
が
き

災
唯
一
円
発
生
後
、
道
路
施
設
な
ど
の
被
災
に
よ
り
、
交
通
機
能
の
大
幅

な
低
下
の
山
中
で
、
避
難
し
父
過
は
、
徒
歩
だ
け
で
は
な
く
市
阿
を
も
利
用

し
、
世
情
を
中
心
に
、
短
時
間
に
多
く
発
生
し
て
い
る
と
指
扮
さ
れ
て

い
る
(

そ
の
た
め
、
避
難
交
通
の
安
全
隊
保
や
誘
導
に
近
大
な
え
附
を
き
た

す
ば
か
り
で
な
く
、
日
以
も
最
安
で
あ
る
初
期
段
際
の
円
滑
な
救
助
・
救

援
活
動
や
消
防
活
動
、
お
よ
び
、
そ
の
後
の
復
旧
活
動
に
も
大
き
な
彩

山
町
村
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時

に
も
議
論
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
避
難
交
通
の
前
焚
把
総
は
、
重
要

な
剤
師
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
避
難
交
通
の
お
姿
把
桜
は
、
災
市
品
川
叫
吋
の
危

機
管
即
一
政
策
の
立
案
や
そ
れ
を
根
と
す
る
避
難
施
設
計
断
、
避
線
路
の

体
保
と
滋
導
一
一
一
川
州
、
非
常
時
の
交
通
管
理
計
附
や
許
制
な
ど
に
ぷ
礎
指

燃
と
し
て
従
供
さ
れ
る
な
ど
、
家
安
な
位
置
を
山
め
る
「

し
か
し
、
災
符
時
の
避
難
に
関
し
て
は
、
避
難
と
い
、
つ
事
象
を
引
と

し
て
取
り
上
げ
、
避
難
殺
の
避
難
行
動
や
意
識
な
ど
に
者
目
し
た
研
究

は
多
数
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
術
変
と
い
う
宗
と
し
て
検
討
さ
れ
た

例
は
多
く
は
な
い
間
一

1
7
3

そ
こ
で
、
本
研
究
は
、
災
山
市
日
時
、
危
機
同
日
制
州
政
策
に
必
吹
と
す
る
慕

J¥. 

本
情
報

(
S
Eロ
m
g
g
g
E田
弘
司
。
腎
芝
山
じ
に
資
す
る
た
め
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
(
平
成
七
年
一
月
…
七
日
)
の
発
災
当
日
の
避
難
交

通
を
対
象
と
し
、
災
符
時
の
避
難
交
通
の
需
安
特
性
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
需
要
に
影
響
す
る
要
闘
を
究
明
す
る
こ
と
を
日
的
と

す
る
。

二
、
分
析
デ

i
タ
の
概
要

本
研
究
で
取
り
上
げ
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
兵
庫
県
南
郊
地
従

(
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
じ
・
ニ
)
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

関
東
大
災
災
(
大
正
-
-
合
目
九
月
一
日
)
以
降
、
大
郷
市
部
に
円
以
も
大

き
い
被
巾
い
い
け
を
も
た
ら
し
た
詑
災
の
一
つ
で
あ
る
ら

兵
隊
山
川
市
南
部
地
震
は
、
平
成
じ
年
一
月
.
七
日
(
火
)
午
前
五
時
間

六
分
、
兵
隊
削
除
淡
路
尚
北
部
の
深
き
.
六
回
を
震
源
と
し
て
は
ね
作
‘
し
、

神
μ
市
と
阪
神
間
お
よ
び
淡
路
尚
北
部
の
市
町
の
広
い
範
聞
で
被
中
討
を

も
た
ら
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
神

μ市
で
は
、
死
行
間
千
人
を
超
え

る
人
的
被
告
、
建
物
六
万
七
千
棟
以
上
の
全
壊
や
交
通
施
設
(
道
路
、

鉄
道
な
ど
)
九
百
ケ
所
以
上
の
物
的
被
害
な
ど
の
路
大
な
被
汗
を
受
け

た
り
表
一
は
、
神
戸
市
の
被
保
状
況
な
ど
の
概
要
八
五
を
勾
引
し
た

も
の
で
あ
る
。

，抑制
Y

一
ゴ
お
H
明
』
ふ
i

曲、

j
↑

y
I
l
l
 
図
一
に
-
小
す
よ
う
に
九
ぽ
い
あ
る
が
、
本
研
究
で
は
、
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iiZ災の概嬰表一

地
渓
に
よ
る
被
害
の
大
部

分
を
占
め
る
東
灘
区
一
、
灘

医
、
中
央
区
、
兵
庫

K
、

H
K
M
K、
須
出
附
一
肢
の
し
ハ
阪

を
研
究
対
象
地
域
と
す
る
。

こ
れ
ら
地
域
は
、
臨
海
部

に
沿
っ
て
位
鼓
し
て
お
り
、

束
尚
方
向
に
縦
断
す
る

J

R
神
戸
線
、
山
陽
新
幹
線

の
鉄
道
や
同
道

a

一、間一一一

号
線
、
阪
神
ぃ
日
間
速
神
…

ρ
線

な
ど
の
主
裂
幹
線
道
路
が

集
中
し
て
い
る
コ
と
く
に
、

こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、
今

M
の
箆
災
に
よ
っ
て
生
じ

た
神
一
日
巾
の
死
者
数
間
五

じ
a

人
の
九
八
・
九
%

(
問
校
三
一
:
人
)
が
、
集

山
8
1
レ
て
い
ヲ
心
心

避
難
交
通
爺
研
究
の
分
析

デ
ー
タ
は
、
表
二
に
示
す

よ
う
に
、
既
符
の
調
査

災
市
一
日
時
危
機
管
現
政
策
の
基
本
情
報
に
関
す
る
一
考
察
(
経
)

震での
災計 i沈 I1
発わイy:I拘
'1'. れのと
かたもh~ 欠み

も~二 iH :~ 
tので 1i在 JH
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ル ・ ぜ 成 七城が八終 t) め返あ-%倍、のと IIT し本
fl11七 六七六符!lt的が、送て校(の並11でし六た砂f
出七ザ {j: 六 区 ら 4i7にあサさ先!支;う送あ、|玄 η 允
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研究対象地域の範1m図ー
ゐ

・

4'し
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-イj効l且i幸子 2，748jH:;:iI 011"'1¥ネ0.77%)

分担; 

-有効解析サンプル数:1.4691t1.帯 (111111¥本0.41%)
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。

党
の
分
析
川
デ

i
タ
と
し
て
利
川
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
、
最
大
.
問
し
ハ

九
欧
州
W
で
、
研
究
対
象
地
域
六
ば
の

0
・
川
一
%
で
あ
る
。

A-M、
本
側
究
に
援
す
る
適
切
な
サ
ン
プ
ル
数
は
、
母
集
凶
の
特
性

俄
で
あ
る
付
数
(
古
田
E
H
H
g仲
間
司
)
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
震
災
時
の

世
情
将
り
避
難
ト
リ
ッ
プ
数
、
人
口
封
り
避
難
ト
リ
ッ
プ
数
、
避
難
交

通
子
段
の
分
担
率
な
ど
、
避
難
交
通
一
市
裂
に
関
す
る
指
燃
で
、
過
去
の

実
絞
や
経
験
の
防
総
怖
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
し
か
し
、
今
ま
で
、
本
研
究

対
象
地
域
の
よ
う
に
、
大
都
市
却
な
い
と
に
お
け
る
遊
郊
交
通
需
要
を
対

象
と
し
た
研
究
例
も
な
い
た
め
、
適
切
な
ほ
数
を
得
る
の
は
、
何
恨
め
で

附
難
な
も
の
で
あ
る
内

そ
こ
で
、
本
側
究
で
は
、
避
難
行
動
の
主
体
が
主
に
叫
円
滑
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
母
船
米
間
の
平
均
世
俗
人
数
(
人
/
枇
術
)
を
推
定
母
数
と
川
凡

な
し
、
次
式
(

A

)

に
よ
り
分
析
に
必
製
な
サ
ン
プ
ル
数
を
概
算
し
た
。

な
お
、
式
(
一
)
の
各
パ
ラ
メ
ー
タ
、
信
頼
度
係
数

N
は
信
頼
度
九

九
%
の
二
・
五
じ
丘
、
防
衛
度
内
出
は

0
・牟

(
U
、
制
似
品
単
一
倣
叫
ん
め
は
ほ

数
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
既
存
の
湖
資
結
果
~
三
か
ら
得
た
一
-

九
人
/
ほ
獄
、
母
集
団
数
見
は
調
布
対
象
六
区
の
附
術
数
、
一
一
一
五
万

七
仁
六
五
附
併
を
設
定
す
る
。

;::: 

11 

(NN句
N¥円
、
)
¥
(
同

+
N出
品
¥
門
出
い
う
『

こ
こ
で
、

s
・
・
サ
ン
プ
ル
数

N
-
-
俗
頼
度
係
数
(
一
い
制
制
度
九
九
%
の
二

--K
七
五
)



門
出
・
・
精
裕
度

(
0
・
A
O
人
/
険
術
)

ぬ
・
防
相
準
偏
差
(
一
-
一
一
一
九
人
/
阪
帝
)

b
h
-
-
母
集
間
数
(
調
安
対
象
ム
ハ
民
、
一
二
五
万
七
じ
六
五
依
帯
)

そ
の
結
果
、
本
研
究
に
耐
え
得
る
サ
ン
プ
ル
数
は
二
一
じ
じ
世
帯
(
抽

出
ギ

0
・
一
二
六
%
)
と
算
出
さ
れ
、
最
終
的
に
問
い
た
サ
ン
プ
ル
数
一

間
六
九
枇
術
を
ド
削
っ
て
お
り
、
本
研
究
に
適
切
な
サ
ン
プ
ル
数
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
A
間
六
九
世
帝
の
家
族
数
構
成
を
み
る
と
、

家
族
数
品
川
入
、
間
入
社
箔
が
、
二
八
・
O
%
、
J

J

問
c
O
%
で
最
も
割

合
が
多
く
、
家
族
数
L

ハ
人
世
殺
は
、
五
・
問
%
で
少
な
い
制
合
を
市
め

る
οた

だ
し
、
分
析
デ

I
タ

a

刊
し
ハ
九
悦
僚
の
中
に
は
、
分
析
瓜
日
に
よ
っ

て
部
分
的
な
川
符
し
か
さ
れ
て
な
い
も
の
も
ん
パ
ま
れ
て
い
る
た
め
、
分

析
に
は
で
き
る
限
り
多
い
サ
ン
プ
ル
を
川
い
る
よ
う
に
し
、
そ
の
有
効

解
析
サ
ン
プ
ル
数
は
中
I
枚
分
析
の
例
所
で
ぶ
す
こ
と
と
す
る
、

一一、

避
難
交
通
の
交
通
需
要
特
性

一
般
的
に
、
交
通
策
要
予
測
モ
デ
ル
や
小
州
安
解
析
は
、
発
生
交
通

(
可
否

moロ
2
a芯
ロ
)
、
分
布
交
通

FEMMeazσ
ロ
位
。
色
、
交
通
手

段
分
初

(
g
o
E】
申
立
広
)
、
配
分
交
通
(
許
可
仲
間
凶
器
包
官

5
3仲
)
と
い

災
山
中
灯
時
危
機
管
捌
内
政
策
の
娘
一
本
情
報
に
関
す
る

.
8然
(
松

う
伝
統
的
な
問
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
-
で
行
わ
れ
て
い
る
。
災
詩
的

の
避
難
し
父
過
に
お
い
て
も
こ
の
間
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、
避
難
交

通
附
印
刷
広
は
生
じ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
図
こ
は
、
交
通
前
裂

の
問
段
階
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
つ
本
研
究
で
は
、
こ
の
間

段
階
の
う
ち
、
第

J
1
4
1
段
階
で
あ
る
発
生
交
通
、
分
布

h

父
泌
、
交
通

手
段
八
刀
判
の
一
二
つ
に
仇
初
日
し
、
発
災
当
日
の
避
難
交
辿
一
山
中
則
前
官
特
性
を
分

析
す
る
、

ifj 1段階

絡やうどi!並

(trip g叶leratIon)

ら

第2t'.!'):附

分布うどiW

(trip dislribution) 

第i:3段IW<r

公:i必Hをう}j"ll

(mu山 Isplit) 

11!}4段|併

両日分交通

(lrip 1!:;signmcnt) 

交通需要の問段階プロセス図ニ
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こ
こ
で
、
避
難
交
通
と
は
、
渓
災
に
よ
る
危
機
感
や
生
活
維
持
凶
難

(
(
何
相
場
所
の
喪
失
な
ど
)
か
ら
、

mw場
所
か
ら
安
令
な
場
所
な
ど
へ
逃

れ
る
人
々
の
移
動
を
ぶ
す
。
ま
た
、
交
通
計
剛
の
パ

l
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

は
、
一
定
以
上
の
距
離
や
時
間
に
お
け
る
あ
る
日
的
を
も
っ
移
動
を
ト

リ
ッ
プ
と
す
る
場
合
(
例
え
ば
、
徒
数
な
ど
に
よ
る
五
分
以
ト
い
の
移
動
)

も
あ
る
が
、
本
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
条
件
を
考
慮
せ
ず
、
渓
災
か

ら
の
危
険
性
な
ど
を
避
け
て
川
場
所
以
外
の
全
問
に
逃
げ
る
日
的
の
移

動
を
、
避
難
交
通
と
す
る
つ

(
ご
避
難
交
通
の
発
生
交
通
特
性

a
、
避
難
交
通
の
発
生
状
況

発
作
ぃ
交
通
は
、
生
成
し
父
通
(
仲
同
・
仲
間
V

官
。
円
山
口
色
。
ロ
)
と
集
中
交
通
(
片
岡
・
仲
間
M

m件
守
田

2
5ロ
)
の
二
つ
の
交
通
箭
袋
で
構
成
さ
れ
る
や
こ
こ
で
は
、
生

成
交
通
に
焦
点
を
お
い
て
分
析
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
以
ド
発
生
・
父

述
、
と
す
る
。
れ
れ
効
解
析
サ
ン
プ
ル
一
間
六
九
限
慨
を
用
い
て
、
表
三
に

発
災
中
1
H
に
お
け
る
避
難
交
通
の
党
役
状
況
を
示
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
避
難
交
通
は
一
一
‘
一
一
一
.
ト
リ
ッ
プ
が
発
生
し
、
恢

都
中
J

り
避
難
ト
リ
ッ
プ
数
手
¥
む
)
は
一
・
問
問
ト
リ
ッ
プ
/
世
帝
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
避
難
交
通
の
ト
リ
ッ
プ
発
生
率
を
み
る
と
、
人
口
ベ
ー

ス
(
陵
台
の
場
合
間
L

ハ
・
二
%
、
世
帯
ベ

l
ス
(
切
¥
匂
)
の
場
合
同

九
・
六
、
世
情
ベ

i
ス
の
方
が
多
少
高
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
水
準
の

ト
リ
ッ
プ
発
生
学
で
あ
る
。

表三

分l足

他
ト
々
、
地
域
の
佐
官

全
壊
午
別
計
一
市
中
J

り
避

矧
ト
リ
ッ
プ
数
を
み
る

と
、
全
壊
本
:
J
O
i
間

五
%
で
-
一
・

0
八

ト

リ
ッ
プ
/
渋
川
川
、

4

五

1
1
卜
%
で
一
・
八
七
ハ

ト
リ
ッ
プ
/
山
僚
の
波

脚
部
ト
リ
y
ブ
が
発
生
す

る
の
し
か
し
、
被
市
品
川
仰
れ

皮
が
低
い
水
準
(
人
上
…
収

率
一
K
%
以
下
)
か
、

放
も
山
川
い
水
準
(
ん
L
域

本
間
五
%
以
上
)
で
は
、

渋
初
当
り
避
邪
ト
リ
ッ

プ
数
が
、
々
介
ん
、
.

0
ト
リ
ッ
プ
/
計
一
術
、

-
託
証
ト
リ
ッ
プ
/

計
一
郊
で
、
全
波
紋
十
・
五

l
四
五
%
に
比
べ
、
相

対
的
に
少
な
い
避
雛
ト

リ
ッ
プ
数
で
あ
る
。
川
以



後
に
、
避
難
世
情
の
平
均
避
灘
間
伴
者
数
(
〉
¥
∞
)
を
み
る
と
、
避
難

し
父
通
令
体
(
一
計
)
で
、
ョ
一
・
九

C
人
/
世
俗
で
あ
る
コ
地
域
の
住
屯
全

壊
率
別
平
均
避
難
同
伴
者
数
は
、
全
壊
事
間
五
%
以
仁
で
最
も
多
い

A

今一・

二
五
人
/
世
帯
で
あ
り
、
全
壊
率
が
地
加
す
る
と
と
も
に
、
避
難
陛
荷

の
平
均
避
難
同
伴
者
数
も
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
わ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
避
郊
交
通
の
発
生
交
通
は
、
地
域
の
住
宅
全
壊

卒
、
す
な
わ
ち
地
域
の
被
山
内
程
度
が
楠
加
す
る
と
と
も
に
、
梢
附
加
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
c

こ
れ
は
、
地
域
の
被
活
科
皮
の
期
加
が
、
人
々

に
、
災
符
に
よ
る
依
後
的
な
危
機
感
を
附
刑
判
さ
せ
た
こ
と
と
、
佐
官
施

設
の
被
害
に
よ
る
発
災
中
J
H
の
生
活
維
持
の
附
難
性
(
作
相
場
所
の
山
氏
尖

な
ど
)
を
高
め
、
避
難
交
通
発
生
を
促
進
さ
せ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
ハ

一
方
、
地
域
の
被
告
程
度
が
ム
定
水
準
(
こ
こ
で
は
、
住
定
全
壊
率

四
五
%
以
上
)
を
超
え
た
場
合
、
平
均
避
難
同
伴
品
作
数
を
除
い
た
避
難

交
通
の
発
伎
交
通
は
他
に
比
べ
相
対
的
に
抑
制
さ
れ
る
傾
向
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
「
地
域
の
被
害
科
皮
(
建
物
全
壊
率
)
が
向
い
と
道

路
開
港
程
度
も
尚
い
」
戸
問
)
、
~

h

一
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地
械
に
お
け
る

被
害
程
度
が
地
加
す
る
と
と
も
に
、
進
路
問
答
枚
目
肢
も
附
加
す
る
た
め
、

避
難
交
通
の
移
動
性
を
制
約
す
る
な
ど
、
抑
制
要
国
と
し
て
働
い
た
結

栄
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
避
難
は
、
計
一
併
を
山
中

心
に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
人
口
べ

1
ス
と
険
常
ベ
!
ス
の
避
難
交
通
の

発
生
状
泌
に
そ
れ
ほ
ど
廷
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
以
後
の
分
析
で

災
害
時
危
機
符
現
政
策
の
基
本
情
報
に
関
す
る
一
考
山
内
小
(
粍
)

は
、
計
一
帯
ベ

i
ス
の
避
難
交
通
(
以
下
、
避
灘
交
通
)

げ
、
交
通
需
要
特
性
を
分
析
す
る
。

b
、
避
難
交
通
の
時
間
別
需
要
変
化

国
一
一
一
は
、
有
効
解
析
サ
ン
プ
ル
七

e

e

九
枇
附
怖
を
用
い
て
、
避
難
交
通

の
時
間
別
需
要
特
性
を
時
間
係
数
で
火
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

般
都
市
押
ゅ
の
w
T
常
時
の
問
問
係
数
、
六
、
を
取
上
げ
、
ピ
ー
ク
形
成
の

傾
向
も
比
較
す
る
。
時
間
係
数
は
、
式
(
一
‘
)
に
よ
り
求
め
た
も
の
で
、

式
(
一
‘
)
の
日
交
通
法
は
、
‘
般
的
に
「
七
時

1
想
日
六
時
」
の
・
・
問

時
間
交
通
妓
を
山
川
い
る

J

し
か
し
、
分
析
対
象
の
避
難
交
通
需
要
は
、

発
災
中
I
H
の
「
六
川
1
二
間
的
」
(
正
統
に
は
、
五
時
間
六
分
か
ら
)

の
一
九
時
間
の
交
通
川
県
で
あ
る
た
め
、
平
常
時
の
時
間
係
数
も
、
九

時
間
の
日
交
通
は
と
汁
部
品
格
化
し
、
一
内
算
出
す
る
。

の
み
を
取
り
上

時
間
係
数
日

時
間
交
通
設
/
日
交
通
法

×
一

0
0

た
だ
し
、
こ
こ
で
、
川
い
た
干
常
時
の
時
間
係
数
は
、
一
般
都
心
部

に
お
け
る
「
幹
線
道
路
」
と
「
そ
の
他
道
路
」
の
交
通
機
関
の
道
路
交

通
r

え
の
を
平
均
し
た
も
の
、
災
中
川
H

時
の
時
間
係
数
は
、
従
れ
少
な
ど

の
交
通

F
段
の
避
難
交
通
を
ベ

l
ス
と
し
て
作
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
災
得
時
の
ぬ
合
、
交
通
子
役
を
ベ

l
ス
と
し
た
の
は
、
道
路

胞
設
へ
の
白
抜
的
な
被
災
と
沿
道
の
倒
壊
住
物
に
よ
る
間
接
的
な
被
災

が
、
歩
道
と
車
道
に
わ
け
分
糾
し
て
い
る
平
常
の
道
路
機
能
に
彩
幣
を
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波
法
政
第
三
ト
二
号
(
二

0

0

与
え
、
そ
の
機
能
分
担

が
で
き
ず
、
交
通
手
段

別
避
難
交
通
が

4

つ
の

道
路
宅
問
に
混
雑
し
、

生
じ
る
と
忠
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
η

図
三
に
よ
り
党
災
当

日
の
避
難
交
通
の
時
間

係
数
を
み
る
と
、
円
以
も

向
い
水
添
を
ト
M
め
る
の

は
、
地
震
発
生
後
約
牟

時
間
で
あ
る
守
前
六
時

台
(
六
時
i
七
時
)
の

一
六
・
0
%
で
-
仁

附
帯
/
時
間
)
で
、
地

震
の
抑
制
れ
や
被
山
知
状
況

な
ど
に
よ
る
山
…
公
的
な

危
機
感
か
ら
午
じ
た
緊

急
避
難
が
主
に
発
生
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
.
般
的
に
、
都
市
部
幹

線
道
路
の
平
常
ピ

l
ク
時
の
時
間
係
数
は
、
約
六
1
八
%
台
一
主

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
池
袋
発
生
直
後
の
持
関
係
数

e

ムハ・

0
%
は
、
平
常
時
の
け
取
大
ピ

i
ク

L

ハ
・
九
%
(
一
七
時
ム
リ
・
・

l
じ
1
十

(
ぶ
)
緑
川
町
}
霊
堂
(
b
h
田
沼
、
無

門

j
t
n
h
U
M
h
J
4
T

内

J

ヲ
-

t

a

避難交通のl時間別需要変化図三

~U ( 

|ヰl

八
時
、
図
三
に
よ
り
)
の
約
a

e

-

三
依
に
達
す
る
水
準
で
あ
る
。

そ
の
後
も
、
午
前
一

O
時
台
(
一

O
時
l
J
‘
時
)
と
午
後
五
時
台

(
一
七
時
i
A
八
時
)
に
遊
磁
交
通
の
ピ

l
ク
時
間
信
が
形
成
さ
れ
て

い
る
に
こ
れ
ら
の
時
間
係
数
は
、
件
ム
吋
ト
e
u
-
-
丸
一
%
、
九
-
仁
川
河
で
、
平

常
時
の
放
し
人
ピ
ー
ク
六
・
九
%
よ
り
も
し
品
い
の
こ
れ
は
、
緊
竹
心
的
に
発

生
し
た
避
難
交
通
が
あ
る
桂
皮
収
ま
っ
た
後
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

身
の
附
り
が
徐
今
に
明
る
く
な
り
、
周
辺
と
地
域
の
被
持
状
泌
な
ど
も

隊
認
で
き
る
な
ど
、
被
災
や
人
ふ
渓
な
ど
に
よ
る
山
古
で
の
日
伯
作
可
能
竹

や
洛
災
当
日
の
佐
川
維
持
(
筏
場
所
な
ど
の
線
似
)
に
関
す
る
判
断
が

川
能
に
な
っ
た
た
め
、
泳
出
生
し
た
避
難
交
通
術
史
上
こ
与
え
ら
れ
る
ο

こ
の
よ
う
に
、
避
難
交
通
街
一
変
が
、
災
災
怖
い
後
の
午
前
六
時
ム
げ
に
絞

初
の
ピ

i
ク
を
形
成
し
た
後
も
、
午
前
ゐ

om-か
と
午
後
五
町
内
に
:

同
の
ビ
!
ク
川
間
慌
を
形
成
す
る
な
ど
、
阪
神
・
淡
路
大
災
災
の
は
品
災

対
日
に
お
け
る
避
鰍
交
通
需
要
の
ど

1
ク
時
間
帯
の
形
成
パ
タ
ー
ン
は
、

平
常
時
、
都
市
郊
の
ピ
!
ク
時
間
帯
の
形
成
パ
タ
ー
ン
(
ピ

l
ク
時
間

信
・
・
七
時
ム
日
、
.
0
時
'
打
、
一
七
時
台
、
図
三
に
よ
り
)
と
類
似
し
た

も
の
で
あ
る
円

こ
こ
で
、
ピ

1
ク
形
成
の
時
間
市
に
滞
日
し
、
避
難
開
始
時
期
を
以

下
に
が
す
-
二
時
期
に
わ
け
、
以
後
の
避
難
交
通
街
婆
を
分
析
す
る
む

J

N
、
こ
の
一
一
一
時
期
に
お
け
る
避
難
交
通
の
党
生
状
況
に
つ
い
て
、
時
間

係
数
を
九
時
期
別
談
中
1
時
間
で
平
均
し
た

.γ
均
時
間
係
数
を
川
い
る
む

こ
の
J
J

時
期
の
う
ち
、
第

-mの
平
均
時
間
係
数
が
八
・
九
%
で
、
時



刈
単
位
の
避
難
交
通
発
生
が
最
も
お
い
時
期
を
一
示
す
c

第
日
、
国
時
期

の
平
均
時
間
係
数
は
、
各
々
問
・
八
%
、
問
・
二
%
で
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
の

-
第

Im--発
災
後

J
1
問
附
間
(
六
時

1
九
時
)
で
、
政
初
の
ビ

1

ク
形
成
時
期

・
第

E
期
・
・
添
加
災
後
五

1
じ
時
間
(
，

O
時

1
て
一
時
)
で
、
午
前
の

ピ
ー
ク
形
成
時
期

-
第
班
山
間
・
・
党
災
後
八
t
?

一
九
時
間
(
一
三
時
¥
一
四
時
)
で
、
午
後

の
ピ

l
ク
形
成
時
期

c、
避
難
交
通
の
避
難
理
由

有
効
解
析
サ
ン
プ
ル
七
一
一
九
社
慌
を
川
い
て
、
避
難
交
通
の
滋
難
理

山
を
図
四
に
…
ぶ
す
。
避
難
問
町
山
は
、
建
物
全
壊
や
火
災
、
ラ
イ
ア
ラ
イ

ン
の
停
止
、
余
震
の
心
配
、
周
辺
の
避
難
状
況
、
情
報
入
手
凶
難
、
そ

の
他
の
六
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
心
命
方
、
避
難
用
山
は
、
九
日
計
六

a

・

七
件
の
桜
数
附
符
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
後
の
分
析
で
は
、
こ
れ

を
は
数
と
す
る
。

ま
ず
、
発
災
当
日
の
避
難
問
刊
山
を
み
る
と
、
‘
六
件
A
じ
件
の
う
ち
、

建
物
全
壊
や
火
災
に
よ
る
避
難
が
)
二
一
・
七
%
(
五
一
五
件
)
で
、
全

体
の
小
で
最
も
多
い
避
難
閣
内
山
を
市
め
る
ο

次
は
、

s

一
五
・
二
A
%
(
問

一
件
)
の
余
波
の
心
配
、
ト
八
・
コ
・
%
(
二
九
九
件
)
の
ラ
イ
ア
ラ

イ
ン
の
停
止
、
A
二
・
O

M

W

(

一
九
六
件
)
の
周
辺
の
避
難
状
況
の
暇

で
あ
る
。
と
く
に
、
物
的
被
災
の
縦
接
的
な
影
響
と
忠
わ
れ
る
建
物
全

災
袋
持
危
機
管
刑
判
政
策
の
蒸
本
情
報
に
関
す
る
」
考
山
内
小
(
山
作
)

がべ%経
、た L-j品

目寺よと F

IIUう変第
のに化 I
続， L JVJ 
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筑
波
法
政
第
一
二
十
一
一
号
(
二

O
O

ト
々
、
ラ
イ
ア
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
る
避
難
は
つ
問
・
.
%
↓

A

・・

四
%
」
で
、
そ
の
構
成
中
部
が
増
え
て
い
る
，
こ
れ
は
、
時
間
の
続
過
と

と
も
に
、
周
辺
の
被
官
官
が
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
中
で
、
多
く

の
貯
一
帯
が
、
「
発
災
心
力
日
の
税
場
所
な
ど
の
確
保
を
も
ん
げ
め
、
自
宅
で

の
生
活
が
悶
難
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
が
附
加
し
た
も
の
と
号
、
え
ら
れ

る仁
他
の
避
難
瑚
山
は
、
的
明
日
間
の
避
郊
開
始
時
期
を
変
山
内
…
と
し
、
八
ぷ

渓
の
心
配
、
阿
川
辺
の
避
難
状
泌
に
よ
る
避
難
が
、
「
一
山
内
・
二
一
%
↓
牟

4

今
高
・
六
%
↓
二
六
・
じ
%
」
、
「

a

ふ

J

・
0
%
↓
…

A

・
:
%
↓
“
‘
…
・

二
%
」
と
減
少
し
た
後
、

m加
す
る
ま
た
、
悩
搬
入
子
州
灘
と
そ
の

他
に
よ
る
避
難
は
、
「
瓦
・
じ
%
↓
じ
・
八
%
↓
五
・
じ
%
」
と
で
ハ
・

五
%
↓
じ
・
八
%
↓
L

ハ
・
一
九
%
」
で
、
取
加
し
た
後
、
減
少
す
る
傾
向

で
あ
る
η

両
行
と
も
、
そ
の
同
期
別
変
動
蝋
は
あ
ま
り
大
き
く
な
く
、

定
水
ホ
で
舷
移
し
て
い
る
♂

(
ニ
)
避
難
交
通
の
分
布
交
通
特
性

一
一
般
的
に
分
術
交
通
は
。
。
交
通
を
一
不
す
が
、
避
耕
慨
し
父
尚
一
の
分
布

し
父
通
特
性
は
、
避
線
交
通
の
避
難
先
別
分
布
、
避
難
開
始
同
期
別

Y
均

同
問
係
数
、
距
離
分
布
か
ら
、
そ
の
特
約
を
分
析
す
る

v

避
難
先
は
、

避
難
所
(
学
校
な
ど
)
、
公
同
施
設
、
知
人
宅
(
知
合
い
山
む
や
実
家
な

ど
て
そ
の
他
大
仙
的
施
設
や
阪
療
施
設
な
ど
)
の
問
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
す
る
む

a、
避
難
交
通
の
避
難
先

別
分
布

図
五
は
、
有
効
解
析
サ

ン
プ
ル
仁
三
九
批
判
W
を
川

い
て
、
避
難
交
通
の
避
脱
却

先
別
分
布
を
い
小
し
た
も
の

で
あ
る

J

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

有
効
解
析
サ
ン
プ
ル
七
‘
会

九
枇
俳
句
の
、
つ
丸
、
判
班
緋
叫
し
父

〕
純
一
の
川
以
も
多
い
避
難
先
は
、

問
問
・
二
%
(
ム
コ
ム
・

4

-

叶一

倍
)
の
避
難
所
で
、
つ
い

で
、
ゴ
一
五
・
一
一
%
台
一
五

六
位
低
)
の
知
人
宅
が
避

難
所
と
と
も
に
、
発
災
中
!

日
の
主
な
避
難
先
と
な
る
、
こ
れ
ら
、
避
難
所
と
知
人
宅
の
二
避
難
先

だ
け
で
も
じ
九
・
て
%
の
非
常
に
市
川
い
術
成
比
を
一
ぷ
す
。
他
↑
々
、
そ
の

他
を
避
難
先
と
す
る
遊
離
交
通
の
分
布
は
、
一
-
六
%
(
八
五
叶
一
削
山
ど

で
あ
り
、
公
閑
脳
設
は
、
問
つ
に
分
断
制
し
た
避
新
先
の
う
ち
、
そ
の
卜
日

め
る
割
合
が
設
も
低
い
九
・
A
%
(
い
ハ
ム
ハ
肝
市
)
の
避
難
先
で
あ
る
も

の
の
、
そ
の
他
と
跡
、
表
な
捺
は
け
ん
ら
れ
な
い
の

ま
た
、
避
難
先
別
一
平
均
避
難
同
伴
者
数
を
み
る
と
、
公
共
施
設
の
避

その{也
J1.6% 

(2 品7人 [H~ ，;\~;i 

1~1点，I !ifu投
9，1.%) 

(~.20人 111:':ii)

}内l止、、ドH)遊離州f!円以であ斗i
 

r
 

，. 
F、

澄明{:/記述のi陸型If先別分布図五



難
所
と
公
闘
施
設
が
多
く
、
各
々
一
一
一
・

O
七
人
/
世
情
、
三
・
二

O
人

/

倣
僚
を
示
す
。
そ
の
他
と
知
人
宅
は
、
一
一
・
八
七
人
/
世
情
、
二
-

L

ハ

-
人
/
位
帝
で
、
公
共
施
設
よ
り
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

避
難
者
の
収
容
能
力
が
大
き
い
公
共
総
設
ほ
ど
、
平
均
避
難
問
伴
者
数

は
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

b
、
避
雛
交
通
の
避
難
先
別
平
均
時
間
係
数
の
変
動

有
効
解
析
サ
ン
プ
ル
七
二
九
段
帯
の
避
難
開
始
時
期
別
平
均
時
関
係

数
を
用
い
て
、
そ
の
変
動
を
国
六
に
示
す
3

ま
た
、
こ
れ
ら
の
平
均
時

間
係
数
は
、
図
三
の
避
難
開
始
時
期
別
平
均
時
関
係
数
の
避
難
先
別
内

訳
で
も
あ
る
ο

避
難
先
の
避
難
開
始
時
期
別
平
均
時
関
係
数
の
変
化
を
み
る
と
、
避

難
所
の
場
合
、
第

I
期
に
は
、
問
つ
の
避
難
先
の
う
ち
、
平
均
時
間
係

数
が
最
も
大
き
い
問
・
二
%
で
あ
っ
た
も
の
の
、
第
E
、
E
期
に
は
、

各
々
五
0
・
0
%
、
五
七
・
一
%
減
少
し
た
ニ
・
二
%
、

a
-
八
%
で
、

後
述
の
知
人
宅
と
同
様
に
一
定
水
準
を
示
す
。

公
開
施
設
の
場
合
、
第

Imの
平
均
時
間
係
数
…
・
一
一
一
%
に
比
べ
、

第
H
、
盟
問
問
に
は
、
各
々
七
六
・
九
%
、
八
四
・
六
%
減
少
し
た
0
・

一
:
%
、
0
・
二
%
で
、
そ
の
減
少
市
中
が
最
も
大
き
い
避
難
先
で
あ
る
。

知
人
宅
の
場
合
、
第
I
期
に
一
一
・
二
%
で
あ
っ
た
平
均
時
関
係
数
が
、

第
E
、
E
期
に
は
二
・
一
%
と
一
・
七
%
で
、
時
期
別
に
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
く
一
定
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
の
減
少
率

に
お
い
て
も
第
E
期
は
問
・
五
%
、
第
E
期
は
・
二
一
・
七
%
で
、
時
期

災
害
時
危
機
符
現
政
策
の
基
本
情
報
に
関
す
る
一
考
察
(
様
)

F 
d 

{
申
か
)
剖
制
緩
震
設
m
H叫
一
同

避難交通の避難先別平均時関係数

別
変
動
が
段
も
少

な
い
避
難
先
で
あ

る。
そ
の
他
の
場
合
、

第
I
期
の
.
平
均
時

間
係
数

J-
一
一
%

に
比
べ
、
第
E
、

限
期
は
、
各
々
六

六
・
七
%
、
五
八
・

一
二
%
減
少
し
た

0
・
一
二
%
と
0
・

五
%
で
、
平
均
時

関
係
数
に
お
い
て

は
、
前
述
の
公
附

施
設
と
ほ
ぼ
同
じ

水
準
を
占
め
る
も

の
の
、
そ
の
減
少

本
は
、
公
閤
施
設

よ
り
、
多
少
低
い

図六

水
準
で
あ
る
の

こ
の
よ
う
に
、
震
災
直
後
の
緊
急
避
難
が
最
も
多
い
第
I
期
に
は
避

難
所
を
、
第
E
、

m期
に
お
い
て
は
、
避
難
所
と
知
人
宅
を
主
な
避
難

A

J
一レ』

一一
v
「



別 c先
st'i "1T 、と
離効避し
分解難た
布祈交避
をサ遍難
示 ン の 交
しプ避 jill
たル難が
も三先多
の一七別く
が八 Xeを
図 tlt灘，lj

七 術分め
でを布る
あ用
る い
。て

避
~!~避

}'.i. 0 七 WI- を stKJ泊 分リL:km -./1: h のか難先難
い・八析み高11令ま析!の、. ¥ km RtIら 交 別 交
511lI;j!?サる日IJ体ずをに1'4 -0 以高!~避通~!\ J国

、行分 ・ 1 ・ Fで 書 誌 の 離 の
離 以 の ブ 、 11i iil-j控 う 灼 カ o 口、、先 IHは 避
はドうルイiq，¥， -~難 しテ km' km O O ま 発 、 難
六のち f効性の交 、ゴ以パ、・・で地 j澄先

筑
波
法
政
第
三
十
二
号
(
二
O
O
一
一
)

図O.5krnH1、白 O.5~1.01，，" IID LO-2.0km ロ2.0kml:J， 1'. 

9:D"1く).2

その他

公1，，1施設

知人℃

i陸型11'1好

ハりのりl
 

llO 10 60 
十時成lt(%)

20 。

避難交通の遊離先iJlJ距離分布図七

4
1
-
八

0
・
六
%
(
二
三
九
抑
佼
)
で
、
最
も
多
い
。
次
は
、
0
・
一
h
.
1
‘

O
M
の
岨
一
七
・
二
%
で
O
一
二
世
帝
)
で
、
距
離
が
明
加
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
構
成
比
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
m

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

震
災
時
に
お
い
て
も
、
平
常
時
と
同
様
に
、
目
的
地
ま
で
の
距
離
は
交

通
抵
抗
と
し
て
、
分
布
交
通
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る

i

ま

た
、
こ
れ
ら
0
・
五
回
以
下
と
0
・
五
l
s
-
O
M
の
コ
つ
距
離
だ
け

で
も
、
そ
の
山
め
る
割
合
は
、
心
付
効
解
析
サ
ン
プ
ル
一
コ
七
八
阪
術
の
八

七
・
八
%
(
ゴ
一
二
九
会
肝
心
)
で
、
多
く
の
避
難
交
通
が
-
O
M
以
ド

の
即
離
で
分
布
す
る
。

避
難
先
別
の
飢
綴
分
布
を
み
る
と
、
そ
の
他
を
除
い
た
逃
機
所
、
公

同
協
設
、
知
人
右
は
、
上
述
の
全
体
傾
向
と
川
様
に
、
避
難
先
ま
で
の

距
離
が
交
通
抵
抗
と
し
て
働
き
、
距
離
が
泣
い
ほ
ど
、
分
布
交
通
の
構

成
比
は
低
く
な
る
傾
向
を
み
が
す
。

0
・
五
回
以
下
の
紛
い
飢
磁
の
分
布
が
多
い
避
難
先
は
、
六
問
・
仁

%
の
そ
の
他
で
、
次
は
、
し
ハ
一
二
-
O
M
W
の
避
難
所
で
、
川
問
帆
れ
と
も
し
日
川
い

水
準
で
あ
る
。
と
く
に
、
避
難
所
の
場
介
、
0
・
K
M
以
ド
と
0
・
.
h

l
，
・
0
M
を
合
む
・
O
M
以
下
の
距
離
で
は
九
0
・
じ
%
と
非
常

に
向
い
比
本
で
、
一
般
い
距
離
に
お
け
る
避
難
交
通
の
、
正
な
避
難
先
で
あ

る
と
忠
わ
れ
る
。
ま
た
、
避
難
所
は
.
-
O
M
以
上
の
飢
縦
で
九
・

%
の
避
難
交
通
が
分
布
す
る
も
の
の
、
公
開
施
設
、
知
人
官
、
そ
の
他

の
場
合
、
一
-
O
M
以
ト
の
距
離
で
・
0
1
二
・
O
畑
、
-
牟
・
O
M

以
下
)
で
も
、
避
難
所
の
構
成
比
よ
り
お
い
二
0
・
0
1
命
令
五
・
O
%



の
遊
郊
交
通
の
分
布
を
占
め
る
つ
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
公
共
性
の

向
い
避
難
所
を
避
難
先
と
す
る
遊
離
交
通
は
、
一
似
い
距
離
に
多
く
分
布

す
る
と
思
わ
れ
る
。

(
三
)
避
難
交
通
の
交
通
手
段
分
担
特
性

避
難
交
通
の
交
通
子
段
分
利
一
特
作
は
、
交
通
子
段
別
分
仰
い
卒
、
遊
離

開
始
時
期
別
平
均
時
間
係
数
、
政
縦
ハ
也
知
、
避
難
先
別
分
引
に
抗
日
し
、

そ
の
交
通
需
要
特
性
を
分
析
す
る
ο

交
通
手
段
は
、
従
彦
、
二
輪
市
(
自

転
車
と
バ
イ
ク
)
、
釆
別
車
、
そ
の
他
(
救
急
車
と
知
人
の
迎
え
ボ
な

h
y
こ
の
間
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
顕
す
る
ハ

a
、
避
難
交
通
の
交
通
手
段
分
担

有
効
解
析
サ
ン
プ
ル
七
色
一
九
段
帝
を
川
い
て
、
避
線
交
通
の
交
通
手

段
八
刀
初
を
み
る
と
図
八
の
よ
う
で
あ
る
ー
部
八
に
よ
れ
ば
、
交
通
子
段

分
担
本
の
お
い
の
は
、
六
一
-
九
%
(
間
五
一
枇
併
)
の
徒
歩
で
、
避

難
交
通
の
大
半
を
卜
H
め
る
つ
次
は
、
:
一
一
・
九
%
(
A
・

d

m

二
二
叶
ぷ
川
}
の

釆
剤
取
で
、
徒
歩
と
と
も
に
、
発
災
河
口
の
主
な
避
難
交
通
子
段
と
な

り
、
.
輪
車
と
そ
の
他
は
、
各
々
K
-
-
%
(
一
:
じ
附
川
山
)
、

%
(
八
依
街
)
で
、
交
通
手
段
分
約
一
が
低
い

J

ま
た
、
避
難
交
通
子
段
別
に
ヂ
均
避
難
同
伴
符
数
を
み
る
と
、
徒
歩

と
采
川
市
に
よ
る
避
新
が
、

-
e
-
九
-
-
人
/
枇
附
印
刷
、
・

4

・
九

O
人
/
昨

慌
で
、
両
者
と
も
、
ほ
ほ
同
じ
水
準
で
、
問
避
難
交
通
子
段
の
う
ち
、

故
も
多
い
平
均
避
難
同
伴
者
数
を
占
め
る
。
こ
こ
で
、
采
川
市
の
千
均

災
市
町
時
危
機
管
制
叩
政
策
の
基
本
消
印
慨
に
関
す
る
白
辛
料
小
(
総
)

避
難
問
伴
数
は
、
平
均

来
事
人
数
に
相
当
す
る

も
の
で
あ
る
ο

次
は
、

そ
の
他
の
-
一
・
じ

κ

人
/
欧
術
、

A

B

愉
山
下
の

ふ
一
・
五
じ
人
/
肝
心
の

順
で
あ
る

-
H、
既

存

研

究

(
，
)
、
(
二
)
に
よ
る

と
、
平
成
五
年
じ
バ
一

-
-
H
(汀
}
に
成
品
ル
ー
し

た
花
尚
道
府
開
沖
地
渓

中
!
日
の
避
難
交
通
子
役

分
析
一
は
、
徒
渉
が
1

・問

%
、
来
川
市
が
‘
九
六
%

で
あ
り
、
平
均
乗
取
人

数
も
問
-

L

ハ
O
人
で
、
阪
神
・
淡
路
大
災
災
時
の
神

μ市
と
は
迷
い
来

則
市
の
分
狽
ぽ
?
と
ヂ
均
来
車
人
数
が
し
的
い
む
こ
れ
は
、
地
誌
発
生
地
域

が
、
地
ト
M
都
市
部
(
北
海
道
険
制
山
之
斤
符
内
)
と
大
郷
市
部
(
神
戸
市
)

で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
異
な
る
交
通
環
境
や
生
活
パ

タ
ー
ン
な
ど
、
子
常
時
の
ι
日
動
ボ
に
関
す
る
依
作
件
が
災
中
一
一
日
時
に
も
反

映
さ
れ
た
紡
来
と
考
え
ら
れ
る

避難交通の交通手段分担i

その他
1.1% 

12，i5人 111:':i~' ) 

:1人I1土、、1':)な選制iI"JfrJ1数である

図八

il:)l 

}L 
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そこ避
ので難
変は交
動、通
を 発 の
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析 flii盈
す 11手
るの段
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問
。

-
一
%
で
、
そ
の
減
少
将
皮
も
大
き
い
交
通
手
段
で
あ
る
、
作
山
政
の
次
に
、

子
均
時
間
係
数
の
尚
い
交
通
子
段
は
来
川
取
で
、
第

I
m別
に
争
中
a
均
時
間

係
数
一
・
八
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
第

H
別
に
は
一
一
-
.
%
減
少
し

た
ゐ
・
六
%
、
治
国
別
に
も
同
じ
く

4-
六
%
と
時
間
的
な
変
動
が
少

な
い

A

定
水
泳
を
似
つ
避
難
交
通
子
段
で
あ
る
ハ
二
輪
車
と
そ
の
他
は
、

平
均
時
間
係
数
の
低
い
避
難
交
通
子
段
で
、
二
輪
引
の
場
合
、
的
m
I別

に
0
・
s
-
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
第

E
m別
に
は
、
第
1
期
と
M
川
じ
水
燃

の
0
・4

ム
%
で
、

m
m
mに
は
、
第

I
則
よ
り
K
C

幽

O
%
椴
加
し
た

0
・
1

一
%
の
平
均
同
問
係
数
を
ぷ
す
い
一
そ
の
他
の
場
介
、
第

1
1
m
則

は
り
・
一
一
%
の
同
じ
水
呼
の
平
均
時
間
係
数
で
、
避
新
開
始
時
期
に
よ

る
そ
の
変
化
が
な
い
避
難
交
通
手
段
で
あ
る

c、
避
難
交
通
の
交
通
手
段
別
題
離
分
布

避
難
交
通
の
交
通
手
段
別
距
離
分
十
仰
は
、
図
一
O
に
ぶ
さ
れ
、
分
析

に
川
い
た
有
効
解
析
サ
ン
プ
ル
数
は
コ
に
じ
じ
般
市
で
あ
る
た
だ
し
、

避
嫌
交
通
子
段
の
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
ふ
叫

t
vだ
け
が
-
一
-
O
M
以

上
の
逃
繍
距
離
を
ボ
し
て
い
る
の
で
、
他
の
避
難
交
通
手
段
と
比
絞
が

倒
難
で
あ
る
コ
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
、
そ
の
他
の
交
通
子
段
は
欠
如
似

と
し
、
分
析
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
c

距
離
の
分
知
に
つ
い
て
は
、

避
知
先
別
距
離
分
布
と
附
係
に
、

0
・
h
M
以
下
、

0
・4

九

1
…
・
O

M
、
一
・

0
1
一
一
-
O
畑
、
h
a
-
O
M
以

k
の
問
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
す
る
へ

ま
ず
、
徒
歩
に
よ
る
避
難
交
通
の
距
離
分
ぶ
は
、

0
・
K
M
以
ド
の

鋭
い
距
離
で
し
ハ

6

・
・
.
h
%
、

0
・
k
l
一
-
O
M
で
二
八
・
O
%
、
品
.



がもをるに
二歩品多
O の・い
・九 O 遊
間・ km難
%五以交
~%上通
~ ~を

O 七 .~i 
-め

八 O る
%%¥  

・Ji
0 ・0

七 kmキn
:%、対

% ~.二的
)に・に
の比 O 迷
商べ kmい %で o Ji離¥ rH五難多 O るが避でで O
い、以 hlnでは km%で…・ If'::Ji交く・徒。鋭難、は km
割来上高，ft 、、以では・で・通分五歩 い交従九以
合別)と徒七ドあ、 0 、一手布 kmの 距通歩 of 
でがで，f&t:Jj;~九のる二 km 0 %段す以次 離 の に ・ の
あのはわの・合。 r川の・のはる下 に で 大 よ 五 合
る }j 、 れ次六計. . hlrI h 来、避で 、 あず-る%百十

隠O.5km以ド包0.5-1.0km IID 1.0、2.0km口2.0krn!:J.I・

理!f[ji.l.i.

:輪車

徒歩 .7 

100 80 

避難交通の交通手段別JlI!離分布

o 20 40 60 

ilうその他は欠航似である、 構成lWi.l

図-0

災市
R
W
時
危
機
管
理
政
策
の
基
本
情
報
に
関
す
る
一
考
祭
(
絞
)

一
一
輪
車
の
場
合
、
0
・
五
加
以
下
、
0
・
五
1
一
・
O
M
で
の
分
布

は
閉
じ
・
六
%
、
二
一
二
・
八
%
で
、
徒
歩
と
乗
用
車
と
比
べ
低
い
分
布

で
あ
る
も
の
の
、
一
-
0
1
-
‘
・
O
M
の
距
離
で
は
、
徒
歩
(
七
・
八

%
)
と
乗
用
車
(
一
0
・
一
一
%
)
よ
り
高
い
二

d

・
ご
八
%
を
示
す
。

d
、
避
難
交
通
の
交
通
手
段
別
避
難
先

有
効
解
析
サ
ン
プ
ル
七
岨
一
九
世
情
を
恥
い
た
避
難
交
通
手
段
別
避
難

先
の
分
布
を
図
一
一
に
示
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
徒
歩
の
場
合
、
問
避

難
交
通
手
段
の
う
ち
、
避
難
所
の
占
め
る
避
難
交
通
が
最
も
多
い
五
九
・

六
%
で
、
徒
歩
に
よ
る
生
な
避
難
先
で
あ
る
。
次
は
、
二
0
・
0
%
の

知
人
宅
、
一
0
・
六
%
の
公
閑
施
設
、
九
・
八
%
の
そ
の
他
の
順
と
な

る。
-
一
輪
取
に
よ
る
避
難
先
別
分
布
を
み
る
と
、
避
難
所
へ
の
避
難
交
通

が
問
一
一
了
三
%
で
議
も
多
く
分
布
し
、
知
人
宅
に
お
い
て
も
、
あ
ま
り

惜
し
札
が
な
い
問
0
・
五
%
の
向
い
剣
合
で
あ
る
。
ま
た
、
公
倒
施
設
と
そ

の
他
に
お
い
て
は
、
各
今
八
・
.
%
、
八
・
一
%
の
同
じ
水
準
を
ぷ
す
。

乗
用
車
に
よ
る
避
難
先
別
分
布
を
み
る
と
、
徒
が
や
一
一
輪
車
で
多
く

日
比
ら
れ
た
避
難
所
へ
の
避
難
交
通
ほ
、
一
五
・
九
%
と
低
い
構
成
比
で

あ
る
も
の
の
、
知
人
宅
へ
の
避
難
交
通
は
六
喝
命
-
二
%
と
心
的
い
構
成
比

を
占
め
る
。
ま
た
、
来
川
市
中
に
よ
る
そ
の
他
と
公
附
施
設
へ
の
避
難
交

通
は
、
て
U
H
-
-

九
%
と
L

ハ
・
O
%
の
低
い
割
合
で
あ
る
。

そ
の
他
の
交
通
子
段
の
場
合
、
避
難
所
へ
の
避
難
交
通
は
み
ら
れ
な

い
が
、
知
人
名
へ
の
避
難
交
通
は
七
0
・
五
%
で
、
避
難
交
通
の
大
部

f7q 
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四

避
難
交
通
需
要
の
要
因
分
析

(
ご
分
析
モ
デ
ル
の
検
討

必
要
問
が
、
避
難
交
通
一
応
安
保
成
に
ど
の
れ
山
活
必
棚
引
け
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
多
市
ぃ
分
散
分
析
(
ミ
己
丘
四
}
宮
内
宮
田
a

a
m
g昨
日
。
ロ
入
山
口
巴
苫
広
場

h
h
の
み
)
と
多
次
必
μ
ヘ
皮
(
同
町
戸

M
E
H
V
F
5
2
M
a

acロ
包
め

SHEmp
出向
U
N山
一
分
析
を
行
、
つ
一

多
前
一
分
散
分
析
(
ミ
の
み
)
と
は
、
日
的
変
数
の
避
難
交
通
街
斐
(
九
ん

生
交
通
、
八
月
布
交
通
、
交
通
手
段
分
利
)
と
い
う
事
象
に
与
え
る
必
別

交
数
の
ぷ
波
凶
(
世
情
特
性
、
被
山
中
一
川
特
約
、
避
難
特
性
)
の
w杉
山
科
を
分

析
す
る
統
計
予
訟
の

a

つ
で
あ
る
一

J

た
だ
し
、
〉
向
。
〉
に
川
い
る
変
数

は
、
川
一
一
限
的
な
デ
ー
タ
の
日
的
変
数
(
避
灘
'
父
通
市
妥
)
と
、
目
的
な
デ
ー

タ
の
H
A
明
変
数
(
地
的
要
附
)
で
あ
る
も
の
の
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
避

難
交
通
布
袋
の
対
象
は
、
波
線
布
縦
…
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
質
的
な
も

の
で
あ
る
仁
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
分
析
に
お
い
て
は
、
質
的
な

変
数
で
あ
る
避
難
交
通
一
市
裂
を
、
川
県
的
な
変
数
と
見
な
す
こ
と
と
す
る
。

避
難
布
無
は
、
「

0
.
巡
難
無
し
、
宇
-
避
難
布
り
」
で
、
依
が
大
き

い
(
す
な
わ
ち
航
が
島
に
近
い
)
ほ
ど
避
級
交
通
は
発
生
し
や
す
い
も

の
と
す
る
い
避
臨
時
光
は
、
「
一
.
避
難
折
、
一
一
・
公
例
施
設
、
一
二
・
知

人
宅
、
間
.
そ
の
他
」
の
阪
で
、
依
が
低
い
(
す
な
わ
ち
偵
が
一
に
近
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モデル(1.1的変数)

波探交通

子 段
/九¥

」ノ

() 

0 
0 

1)( 
災
山
台
時
危
機
作
用
政
策
の
恭
本
備
制
限
に
関
す
る
一
考
察
(
作
)

い
は
非
猟
似
性
)
、
デ
!
?
の
構
造
を
幾
何
学
的
な
同
で
衣
す
統
計
予

法
で
あ
る

k

判
別
似
性
デ
ー
タ
と
は
、
い
や
象
間
の
慨
鉢
距
離
を
淡
す
類
似
判
、
非
類

似
性
、
距
t

縦
、
あ
る
い
は
接
近
性
な
ど
で
、
事
象
問
の
問
問
述
性
を
ほ
と

し
て
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
つ
こ
こ
で
は
、
避
難
z

父
通
街
梨
、
鴻
袋
内

の
各
変
数
問
の
相
関
係
数
を
事
象
問
の
距
離
と
し
、
そ
の
概
念
的
な
位

波
関
係
を
問
式
化
す
る
。
会
般
的
に
概
念
的
な
似
抗
関
係
は
、
心
事
象
の

問
に
類
似
性
が
あ
れ
ば

J

・
つ
の
近
接
し
た
点
で
、
相
違
す
れ
ば
迷
く
縦

れ
た
二
点
で
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
似
離
に
よ
り
衣
す
え
ま
た
、
足
の
み
と

一
之
」
斗

J
5
2
4計
算
式
な
ど
に
関
し
て
は
、
文
献

一
刊
一
一
一
一

J

:

ム

同

一日制一
7

一γ
一
i
一

{

J

N

を
参
げ
ぢ
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、

戸

v
t叶

H
'
m
H
V

一い，
w

一q
，人】一

い
吃
で
父
一
三
日
…
仏
一
紙

-m上
の
制
約
も
あ
る
た
め
、
そ
の
必
切
に

!
1
4
野
一
一
-
e

一
一

市
一
削
一
一
…
一
つ
い
て
は
行
略
す
る

υ

村一一
i
J
i
E
寸

表

五

は

、

ミ

E
の
分
析
梢

U
2
2の

-

J

一

一

う

)
一
L

L

)

一〉、一一
i
一-
J

w
h一
札
一
白
石
一
口
平
均
ム
来
同
町
ぬ
句
(
』

h
gロ
え
め
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官
民
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出
国

J

}

品郎、一ハ
v

…t
i

一ハリ-、、

ヂ
山
川
地
一
一
一
一
一
川
内
凶
口
市
ぎ
忠
弘
円
山
口
m

込
町
立
ミ
芝
、
吋
悩
及
、
ひ

一
一
命

T
l
i
↑i
L
i
l
i
r
-
-
L
v日

ト
「
一
派
一
一
地
一
一
一
同
決
定
係
数
同
“
に
よ
っ
て
検
討
し
た
結
果
を

'
T
T
1
一O
一日一

9
一

一川一九

r
i
f
f
川M
e

ぶ
し
た
も
の
で
あ
る
残
去
の
平
均
ム
&
采

FK
エ聖一
3
1
J
一り一

υ

号
泣
い
け
仁
川

5
1、
観
測

T
E航
と

の

お

れ

一分一

E
一
向
一
一
rL

皮
を
ぶ
す
指
標
で
、
出
向
め
同
似
が
小
さ
い
ほ

:
 

一ι

メ一服一

F
一R
一
小
川
ど
分
析
モ
デ
ル
の
精
度
は
尚
い

(vm4
航
は
、

戸

I
L
M
N
m
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
変
動
で
、

一
日
山
…



筑
波
法
政
第
ゴ
.
十
，
パ
ヅ
(
二

0
0

ミ
何
時
に
対
す
る
に
め
均
の
比
ネ
を
一
ぶ
す
指
様
で
あ
る
c

こ
こ
で
、

足
切
勾
(
出
向

gロ
え
め
円
同
居
間
肖
拍
師
会
話

g
均巾
mH・2
2
0ロ
)
は
川
帰
に
よ
っ

て
説
明
さ
れ
る
変
動
の
ヂ
均
で
あ
り
、
町

a

仙
似
が
大
き
い
ほ
ど
分
析
モ

デ
ル
の
精
度
は
尚
い

J

決
定
係
数
勾
ば
、
モ
デ
ル
の
説
明
力
、
す
な

わ
ち
観
測
依
と
推
定
似
の
附
の
宇
致
点
十
を
示
す
指
傑
で
、
均
が
た
き

い
ほ
ど
説
明
力
は
向
い
。

谷
評
価
指
燃
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
に
対
す
る
斜
側
結
果
は
少
し
ず
つ
川
ん

な
る
が
、
全
体
的
に
そ
の
精
度
は
低
い
~
こ
れ
は
、
分
析
モ
デ
ル
に
よ

る
避
隊
交
通
市
裂
の
推
定
仰
が
、
絵
数
で
あ
る
観
測
航
に
対
し
、
小
数

と
な
る
た
め
、
観
測
似
と
推
定
飢
と
の
症
が
大
き
く
ふ
円
ゆ
っ
た
将
然
な
結

川
市
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
波
線
交
通
泌

波
に
及
ぼ
す
品
安
閑
の
影
響
れ
い
山
だ
け
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
、
遊
難

交
通
小
山
梨
構
造
(
予
測
)
モ
デ
ル
の
柏
山
崎
な
ど
の
モ
デ
ル
什
体
に
閲
す

る
ぷ
九
州
は
、
別
の
機
会
と
す
る
ゥ

(
ニ
)
避
難
交
通
需
要
の
要
因
分
析

諸
安
凶
に
よ
る
避
級
交
通
お
安
へ
の
影
響
は
、
誌
の
九
砕
か
、

J
Wたか作

波
閃
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
レ
ン
ジ
に
よ
り
影
響
れ
皮
を
分
析
し
、
そ
の
概
念

的
な
紋
院
関
係
を
足
。
切
に
よ
り
衣
す
こ
こ
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
レ

ン
ジ
と
は
、
日
的
変
数
の
総
川
十
均
と
説
明
変
数
の
各
繋
凶
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
別
子
均
と
の
詑
(
カ
テ
ゴ
リ
ー
偏
抗
告
の
範
問
で
、
安
閑
別
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
阪
線
開
に
よ
る
総
半
均
の
変
動
…
附
(
感
度
)
を
ボ
す
指
燃
で
あ

-
n
U
1
H
u
-

-

-

-

-

る
出向
Ebhw
に
よ
る
附
式
化
に
将
つ
て
は
、
ま
ず
、
避
飾
雑
交
通
需
要
、
浦

必
附
の
か
介
変
数
間
の
相
関
僚
に
よ
り
、
各
ん
、
の
空
間
的
距
離
の
概
念
的

な
牧
皿
肢
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
り
そ
の
あ
と
、
出
向
。
〉
か
ら
の
有
志
水
泳
三

%
と
五
%
で
打
立
で
あ
る
谷
川
K
閃
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
レ
ン
ジ
だ
け
を
川
い

て
、
対
応
す
る
変
数
間
を
結
ん
で
衣
脱
す
る
山
図
一
二
は
、
以
上
の
子

続
き
に
よ
っ
て
、
避
噺
交
通
小
川
.
変
に
及
ほ
す
品
製
附
の
影
山
林
れ
皮
を
集

約
し
た
も
の
で
あ
る
変
数
問
の
距
離
が
近
い
と
、
変
数
間
の
関
係
は

い
品
い
つ
比
の
術
開

J

こ
と
を
、
変
数
問
を
結
ん
だ
織
が
ぷ
い
と
、
避
難

ん
父
泌
箭
波
に
与
え
る
影
科
は
大
き
い
こ
と
を
か
以
味
す
る
円
た
だ
し
、
変

絞
附
の
い
限
関
係
に
お
い
て
、
距
離
が
速
い
助
合
、
変
数
問
の
相
関
が

低
い
か
、
品
川
の
相
関
関
係
で
あ
る
こ
と
に
旅
立
す
る
必
波
が
あ
る

こ
れ
に
よ
る
と
、
避
新
有
無
の
場
合
(
治
生
交
通
、
・
有
効
解
析
サ
ン

プ
ル
‘
問
し
ハ
九
批
街
)
、
夜
放
水
準
局
一
%
で
有
志
で
あ
る
一
一
袋
川
内
、
快

晴
特
性
の
山
本
抜
数
、
被
引
け
特
性
の
家
肢
の
被
告
布
無
と
地
域
の
住
宅
ん
上

城
中
の
張
関
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
一
そ
の
影
山
得
度
(
カ
テ
ゴ
リ
ー
レ

ン
ジ
)
は
、
一
一
一
っ
と
も
0
・
a-
七
で
、
避
難
交
通
の
発
生
に
及
ぼ
す
影

響
は
同
じ
水
準
を
ぷ
す
ハ
ま
た
、
乳
幼
児
の
布
拠
出
は
、
有
志
水
準
五
%

で
有
意
で
あ
る
梨
閃
で
、
そ
の
影
響
皮
は

0
・
0
八
と
そ
れ
ほ
ど
大
き

い
影
響
で
は
な
い
っ
避
難
先
の
場
合
(
分
布
交
通
、
ト
刊
効
解
析
サ
ン
プ

ル
一
二
七
八
位
酬
官
、
避
難
先
ま
で
の
距
離
だ
け
の
安
川
(
作
立
水
準
一

%
で
存
立
)
が
、
分
布
交
通
の
変
動
に
影
響

(
0
・h

ハ
一
一
一
)
を
与
え
る
つ
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雨

図一二

災
得
時
危
機
管
川
町
政
策
の
悲
本
情
報
に
関
す
る
一
考
山
内
小
(
柁

下
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
得
点
)
を
別
い
て
行
、
っ
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
何
点
の
し
人
き

さ
は
、
前
広
凶
加
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
避
難
交
通
情
裂
の
変
動
の
感
度
を

一
ぶ
す
指
標
の
ム
つ
で
あ
る
)
避
難
発
中
交
通
は
図
一
三
に
、
避
制
却
先
別

分
布
し
父
述
は
図
一
一
凶
に
、
避
難
交
通
手
段
分
判
は
函
一
五
に
、
図
一
一
一

と
川
線
に
、
小
行
な
水
泳
二
%
と
よ
ハ
%
で
布
立
で
あ
る
各
安
閑
別
カ
テ
ゴ

リ
ー
得
点
だ
け
を
川
い
て
ボ
す

U

波
新
発
生
交
通
の
場
合
(
図
一
一
ニ
)
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
得
点
の
読
み
方

は
、
襟
準
化
さ
れ
た
一
平
均
0
・
。
を
比
知
市
と
し
、
各
市
広
闘
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

得
点
が
、
左
側
に
あ
る
と
避
難
交
通
を
活
保
し
に
く
い
傾
向
二
)
に
、

母、日間.'.

堅Itい1打1山 tパ 1:)ユ

f科t 

川
仰
い
糾

M
M判
川
け

ptJ 
/i 
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筑
波
法
政
第
三
十
二
号
(

-

命

0
0

わ
れ
側
に
あ
る
と
避
難
交
通
を
発
生
し
や
す
い
傾
向
(
+
)
に
膨
饗
す
る

と
解
釈
す
る
。
世
検
特
性
か
ら
み
る
と
、
つ
人
以

F
で
家
紋
数
の
少
な

い
場
合
(
カ
テ
ゴ
リ
ー
符
点

0
・

oatho-a
八
)
、
乳
幼
児
の
な

い
場
九
日

(
0
・
Q
一
二
の
庁
が
、
避
線
交
通
を
発
生
し
や
す
い
か
へ
十
)

に
彩
科
を
う
え
る
こ
こ
れ
は
、
叶
一
円
山
の
櫛
成
制
伐
と
川
叶
ハ
山
中
位
で
の
動

き
や
す
き
と
の
閃
迷
牲
を
反
映
し
た
結
果
と
忠
わ
れ
る
被
市
中
川
ね
性
に

お
い
て
は
、
地
緩
に
よ
る
山
本
山
町
の
被
み
が
あ
る
場
ん
川

(
0
・
C

…

J

J

L

L

r

〕
♂
」

h
3
4
1一

z
r
J
・
1
歩
、
:
;
二
、
1
t
i
s
-
-
F
3
、
)
.
、
〆
、

E
l
-
-
E
J
ゆ

日
U
4
t
ノ
a

，
岩
d
!
η
ぷ
L
M
M
q
f
p
…

(;81mト

h
O
/
c
-

二
一
泊
帥
抑
止
女
ー

過
を
発
生
し
や
す
い
傾
向
?
と
に
影
響
す
る
れ
た
だ
し
、
地
域
の
住

℃
全
壊
J
M
l
が
問

h
%以
上
で
、
被
存
度
が
円
以
も
大
き
い
場
介
、
避
難
交

尚
一
の
発
生
を
抑
制
す
る
安
閑
(
マ
イ
ナ
ス
r
J

・
0
。
)
と
し
て
働
く
(

こ
れ
は
、
一
二
六
十
一
節
か
ら
も
述
べ
た
よ
う
に
、

J

ハ
ル
山
水
準
以
仁
の
被
市

状
況
で
は
、
地
域
に
お
け
る
被
符
科
伎
の
明
加
と
と
も
に
、
道
路
間
採

れ
し
没
も
明
加
す
る
た
め
、
遊
離
交
通
を
抑
制
す
る
要
凶
ー
と
な
づ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る

波
線
交
通
の
波
難
先
別
分
布
交
通
の
川
崎
九
日
(
図
一
四
六
撚
ホ
化

aさ

れ
た
平
均
0
・
0
を
甘
綿
糸
と
し
、
か
台
突
凶
の
カ
テ
ゴ
リ

i
符
山
、
Jr
、

ι

側
に
あ
る
と
、
避
難
交
通
は
公
共
竹
の
向
い
(
あ
る
い
は
例
人
刊
の
低

い
)
避
難
先
に
分
布
す
る
傾
向
(
こ
に
、
・
刊
行
側
に
あ
る
と
、
避
総
相
交

尚
一
は
公
共
性
の
低
い
(
あ
る
い
は
何
人
性
の
小
川
い
}
波
鰍
先
に
分
布
す

る
傾
向
(
十
)
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
川
い
た
要
閣
は
、

有
意
水
準
一
一
%
で
有
滋
で
あ
る
避
難
特
糾
刊
の
避
難
先
ま
で
の
飢
縦
だ
け

で
あ
る
ρ

図
一
回
に
よ
る

と
、
避
蛾
先
ま
で
の
山
即
日
航

が
速
い
ほ
ど

(
1
a
O
M

i
d
、
7
L
f
1
1
j
l

わ
丸

}
a

千七
7
二
、
?
?
?
ー
が
い
ト
E

よ

り
@
托
仁
ス
公
共
悦
の

依
い
(
あ
る
い
は
側
人
制
れ

が
U
H
M

い
〉
遊
郊
先
(
十
)

~
の
分
布
、
い
彩
管
を
及
ぼ

寸
前
広
閃
で
あ
る
と
考
え
ら

ー
し
雷
入
、
以
内
~

J
4
2
ヘ避

級
交
通
山
口
父
通

T
段

八
り
刊
の
場
介
{
図
一
五
て

M
M
準
化
さ
れ
た
ヂ
均
ハ
〉
・

(
じ
ゃ
」
来
一
小
と

L
、
各
占
拠
附

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
符
点
が
、

ぶ
側
に
あ
る
と
、
綿
一
灘
J

父

寸
前
}
は
そ
ビ
リ
テ

f
の
低
い

交
通
手
段
の
分
仰
い
し
や
す

い
傾
向
(
ニ
に
、
お
側
に
あ
る
と
、
避
難
交
通
は
そ
ピ
リ
テ
ィ
の
尚

い
交
通

f
段
の
分
抑
し
や
す
い
傾
向
(
+
)
に
彩
終
す
る
も
の
で
あ
る

避
難
交
通
手
段
分
抑
に
影
響
を
及
ぼ
す
姿
闘
は
、
避
難
特
性
に
関
す
る

も
の
で
、
避
難
問
伴
私
自
の
場
合
、
避
難
同
伴
計
数
が
多
い
(
六
人
、
カ

0.8 

カヴ :J--nウ

I).() (1.:.' 0.1 O.G 山().~

O.!i、 I，Okm

LO、'2.0km

i陛i:ff光までの距離()らknd'i.1

山
市
江
“
H
L
J
十
仁

三
引
~
品
市
バ
ル
寸
ヤ
ー

2りkmJスト

日
現
〕
、

H
Vト
l
ノ

1霊験先日IJ分布交通及ぼす作:?t!符別カテブリー影響1支図一関



。6カサゴリー得点
0.0 0.2 0.4 -0.2 

抽
地
軸
相
帆
村
川
H

テ
ゴ
リ
l
得
点
0
・
一
一
一
四
)
と
避
難
交
通
手
段
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
向

い
交
通
手
段
の
分
担
し
や
す
い
方
(
+
)
に
影
響
す
る
の
一
方
、
五
人

の
避
難
同
伴
者
数
(
マ
イ
ナ
ス

0
・二

O
)
は
、
こ
れ
と
は
反
対
で
、

モ
ピ
リ
テ
ィ
が
低
い
交
通
手
段
の
方
(
ニ
を
示
す
が
、
そ
の
拠
出
に

つ
い
て
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
避
難
先
の
公
共
性
が
低

く
(
知
人
宅
、

0
・
七
二
)
、
避
難
開
始
時
期
が
避
く
(
第
E
期、

0
・

一
三
)
、
避
難
先
ま
で
の
距
離
が
遠
い
(
ご
・

O
M
以
上
、

0
・
仁
六
)

ほ
ど
、
モ
ピ
リ
テ
ィ
の
潟
い
避
難
交
通
手
段
の
分
担
し
や
す
い
傾
向

災
害
時
危
機
管
纏
政
策
の
基
本
情
報
に
関
す
る
一
考
察
(
桜
)

図一五避難発生交通に及11'す各要悶別カテゴリ}影響度

(
+
)
を
示
す
。
た
だ
し
、
避
難
先
の
そ
の
他
は
、
公
共
性
の
商
い
医

療
施
設
と
公
共
性
の
低
い
街
泊
施
設
で
構
成
さ
れ
る
も
の
の
、
交
通
手

段
分
胞
に
お
い
て
は
、
モ
ピ
リ
テ
ィ
が
低
い
手
段
分
拠
に
影
響
(
マ
イ

ナ
ス

0
・
一
一
)
を
及
ぼ
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。

五

ま
と
め

災
害
時
の
危
機
管
想
政
策
に
必
要
と
す
る
蒸
本
情
報
(
宮
窓
口
町
窓
口
窓

口
g仕
え
宮
ロ
白
河
)
に
資
す
る
た
め
、
平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
挺
災
発
生
対
日
の
避
難
交
通
を
対
象
に
、
避
難
交

通
需
要
特
性
と
そ
の
常
要
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
図
分
析
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

h

)

地
援
発
生
対
日
の
批
帯
当
り
避
難
ト
リ
ッ
プ
数
は
、
一
・
問
問
ト

リ
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榊
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椴
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台
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台
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